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CRE(カルバペネム耐性腸内細菌科細菌）当院で増加傾向か？ 

 

便やその他の体液に CPE を保菌している限り、ほか

の人に感染伝播させる可能性がある。一度 CPE が陽

性となった症例は長期間保菌する可能性がある。CPE

を獲得、 感染伝播するリスクは、侵襲的処置、カテーテ

ル留置、食事・排便・入浴の介助が必要な患者で高い。

医療従事者の手指を介して広がっていく。        

１１４人中２３人が死亡し、うち２人は感染が原因か 

CPE（カルバペネマーゼ産生 CRE ） 
多くの種類の抗生物質を分解する「メタロ・ ベータ・ラクタマ

ーゼ（ＭＢＬ）産生腸内細菌科」の菌による院内感染 
アウトブレイクを起こさないことが大切 

当院 CRE感

染症の届け出 

2019年 0件 

2020年 1件 

2021年5件 

CPEは 0件 

 

悪魔の耐性菌 

治療が困難 

感染対策が 

重要！ 

CREは今日ある抗菌薬のすべてあるいはほとんどに耐性である 


